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永遠の恋人＝霊峰月山、母なる最上川、秀逸のサクランボ

，1 山形本部会長のあいさつ東京支部

名門、南高形南高東京同窓会の
展に皆さんの力を！
山形南高東京同窓会会長

斉藤常男

役員会は､四大目標として､第一

源なくして活動なし」の立場から

者を拡大する。第二として､同窓

山形県立山形南高同窓会会長

千歳貞治郎

緑の松の千歳山から松の木が減

少している。病害虫のためである。

は同じでも着物の模様が随分と変

わりました。特に冬の雪景色では松の存亡が一眼でわ

かります。名にしおう千歳の松はまだ立派ですが、何

かしら人生の哀歓にも似た事実は隠すことが出来ませ

ん。

南高1万9千名の同窓は世界各地でそれぞれの途に

従い生き、暮らし、存在感を高めております。

わが南高の根幹は「負けるな」 「命がけ」の精神に

あると信じております。

いまだ創立65年の浅い歴史ですが南高の評価は名門

南高、実力校南高とされ益々期待されております。

さて、東京支部同窓会は2千5百人の会員を擁する

大支部です。ここには人材も機会もエネルギーも上質

のものがあります。 もっともっと役員は結束して会員

に呼びかけ、大東京支部の力のある姿を示してもらい

たいと念願しております。南高の愛するものは「熱と

意気と力」であり、最も忌み嫌うのは責任を糊塗する

「負けぐせ」です。男子校南高の生きざまは文武両道

です。どうぞ皆様も躍進する大南高同窓会の先頭に立

って東京支部の拡大と繁栄にご蓋力下さい。

会員各位の御清節と会誌発刊の労をとられた事務局

に感謝いたします。

生の確認と交流の場である総会への出席者を多くする。第

三は､活動の出発点である会員名簿を整理する。第四として、

会員同志の結びつきを強めるための会報の発行と内容を

強化する､を設定しました。

目標実現のため､まず前提条件である常任幹事の増員を

行い､活動が強化できるようにし､次に活動の核である事務

局の仕事の分類と仕分けを行い､動く事務体制の在り方を

検討してきました。同窓会の中心的仕事である総会の在り

方についても活発に論議を行い､検討を深め､会報の発行

と編集の仕方､有効な会費徴収の方法について話し合って

きました。また､7月20日､学年幹事会を開催し､活動状況を

報告し､山形南高東京同窓会の課題を提起し､意見聴取を

行いました。

出席者からは「どんなことがあっても東京同窓会の灯は

消してはならない」「どんなに苦しくとも､みんなで協力し合い、

活動を継続させていくべきだ」といった意見が次々と出され、

ここに南高魂が顕現した思いがいたしました。

東京同窓会が再開して5年､解決すべき問題が多くあり

ますが､役員一同は､責任と役割を自覚し､新生同窓会発

展に向かって頑張っております。

｢会員あっての同窓会一人ひとりの力が大きな力貴方の

力を同窓会発展にお与えいただき共にすすみましょう!」
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